
パロディと日本文化  L a  p a r o d i e  d a n s  l a  c u l t u r e  j a p o n a i s e  
日仏共同シンポジウム 

Colloque franco-japonais, vendredi 13 et samedi 14 mars 2009 
(langue de travail : japonais, entrée libre dans la limite des places disponibles) 

 
主催：フランス国立東洋言語文化大学（INALCO）日本研究所 国際基督教大学 (ICU)アジア文化研究所 
Organisé par le Centre d’études japonaises de l’Institut National des Langues et Civilisations Orientales (INALCO) 
et le Centre de recherche sur les Civilisations de l’Asie de l’université Kokusai Kirisutokyô daigaku (ICU) 

 
共催：パリ国際大学都市日本館 立教大学日本学研究所 Avec la coopération de la Maison du Japon de la cité 
universitaire et du Centre d’études sur le Japon de l’université Rikkyô 
 

3月 13日（金） 

9：40 受付開始 
10：00 開会挨拶 アンヌ・バヤール＝サカイ（INALCO日本研究所所長） 

10：10 基調講演 ツベタナ・クリステワ（ICU）「元の妻、新しき妻 － 平安時代のパロディ」 

11：00 シンポジウム・第１セッション  司会 クレール・ブリッセ（パリ・ディドロ大学）古典文学・美術 

小峯和明（立教大学）「お伽草子と狂言－料理・異類・争論」 
エヴリン・ルシーニュ＝オドリ（INALCO/東京大学）「中世における清少納言の「パロディー」」 

高崎恵（ICU）「江戸時代の禁教下での「伝承から生成するパロディ」」 
ジュリアン・フォリ（EPHE）「『本朝文粋』におけるパロディと言葉遊び－「鉄鎚伝」をめぐって」 」 

14：30 シンポジウム・第2セッション 司会 ミカエル・リュケン（INALCO日本言語文化学部部長）現代美術史 

ダニエル・ストリューブ（パリ・ディドロ大学）「西鶴のパロディ ! 『好色一代女』を中心に」 
安原真琴（ICU）「１枚のパロディ絵画をめぐって" なぞなぞ・笑い・文学」 

クリストフ・マルケ（INALCO）「江戸の寺社開帳を見世物化した「とんだ霊宝」とその艶本的パロディ」宮沢
恵理子（ICU）「パロディとしての『のらくろ』」 

田頭正太郎（ICU）「現代日本のまんが文化におけるパロディ」 
 
3月 14日（土） 

 10：00 シンポジウム・第３セッション 司会   エステル・レジェリ＝ボエール（INALCO）日本美術史 
エディ・デュフルモン（INALCO）「明治時代におけるパロディと政治：中江兆民の『三酔人経綸問答』と「喜悦の哲学」」 

ケネス・ロビンソン（ICU）「朴趾源の『両班伝』に見える社会身分構造のパロディ」 
レイリ・ドール（INALCO）「書とパロディー !  中村不折の龍眠帖」 

古藤友子（ICU）「パロディにみる中国の文人官僚」 
 
 

 
MAISON DU JAPON, Cité Internationale Universitaire de Paris, Grand Salon (rez-de-
chaussée), 7c, bd. Jourdan, 75014 Paris ; Métro : RER B Cité Universitaire 

Pour tout renseignement : pascal.griolet@inalco.fr 


